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白川水系 の想定
白川流域の2日総雨量860㎜



気温 ⇑

豪雨 ⇑



国土交通省



日本気象協会

球磨川流域の雨量
線状降水帯は

西から東へ

下流から上流へ

連続的に豪雨をもたら
す



日本気象協会
＊横石；坂本村役場から約３km下流に位置

＊

西から東へ 下流から上流へ
流域全体に豪雨



2012年九州北部豪雨
白川流域

2020年年7月豪雨
球磨川流域

梅雨前線の位置が少し上下にずれるだけで
線状降水帯の位置が上下するが、
九州では西から東へ、下流から上流へ
という現象は変わらない。
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2017年豪雨降水量
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2017年朝倉市での降水量の変化

過去最高降水量
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2012年九州北部豪雨と2017年九州北部豪雨

2012年阿蘇乙姫

1時間 3時間 24時間 72時間

2017年朝倉市



ダムがあっても洪水は防げない時代

・九州では、10年前からすでに異常気象による大豪雨が始まっている
・九州の西海岸の川は、下流から上流へ線状降水帯が発生する

→ 上流のダムで貯水するだけでは限界があります。
・球磨川上流であと1時間雨が強ければ、市房ダムは緊急放流していたはず。

→ ダムには大きなリスクが伴います

総合的な 流域治水
・川（強い堤防・掘削など）で「安全に流す」
・森林や水田、遊水地で「貯める」
・土地利用や建物作りで「避ける」
・住民避難体制作りなどで「備える」

流域の安全を守るには、上流から下流までの総合的な治水が大切



白川における流域治水とは

阿蘇市・南阿蘇村・大津などに田んぼダム

阿蘇市の遊水地

大津・菊陽に遊水地

壊れにくい堤防

川底の掘削・川幅の拡張

山間の森林の整備

危険個所への対策

住民避難体制作り



白川は大量の土砂が堆積し、流せる流量
が大幅に減っており危険！

6月8日に撮影した熊本市の大甲橋から下流を見た写真

熊本地震で崩壊した立野峡
谷から流れてきた大量の土
砂や火山灰だと思われます。
川底が上がった分、洪水時
の水位も上がることは明ら
かです。これではせっかく
堤防をつくっても、洪水時
の白川の流下能力は下がる
一方で危険です。



①堆積土砂の掘削→流量確保を

12.2キロ地点
世継橋

堤防天端高 スライド堤防高 スライド－余裕
高

H20.2月 3052 ㎥/秒 3095 2363 ㎥/秒

H27.3月 3654 3594 2691

H29.2月 3216 3216 2360

13.2キロ地点
大甲橋

堤防天端高 スライド堤防高 スライド－余裕高

H20.2月 2307 2307 1606

H27.3月 5012 3776 2894

H29.2月 3263 3263 2478

国土交通省による白川の現況河道流下能力算定表から

438

1749

H24年北部九州豪雨後、河川改修で
流下能力向上。しかしその後、世継
橋で毎秒438㎥、大甲橋で毎秒1749
㎥も減少しています。
立野ダムの流下調整能力は毎秒200
㎥しかありません。立野ダムの数倍
の流下能力が低下しているのを放置
して、ダム建設を強行するのは、全
くの矛盾です。河川維持費はダム維
持費の4分の1であるとこれまでの国
交省の資料が示しています。緊急を
要する課題です。



②壊れにくい耐越水堤防を
（フロンティア堤防）
まず、川の水が堤防の天端を超えることを

「越水」と言います。堤防が壊れて（切れて）
川の水が一気に流れ込むことを「破堤」と言います。
破堤の8割が、越水した水が裏のり面を侵食して
堤防を壊す作用によって起こります。よって、
堤防は、川に面したのり面はもちろん、天端、裏のり
面、のり尻が重要となります。
耐越水堤防（フロンティア堤防）は、このすべて

の箇所をきちんと対策を施した堤防で、越水して
も数時間は破堤しないですむように作られていま
す。国は当初2000年までこの耐越水堤防を進め
ていました。しかし、その後この耐越水堤防をやめ
て、裏のり面を強化していない「危機管理ハード対策」
堤防を推進してきました。その経過を知ると、
あえて強固な堤防を作らず、ダムを優先してきた
国交省の思惑が見えてきます。

毎日新聞 福岡賢正記者の説明図より



鋼矢板による強化



③白川中流域の遊水地の再検討を
50メートルプール約400杯分の水

（約100万立法メートル）を貯め込む









④上流に、安くて効果的な田んぼダムの活用を



南阿蘇村 高森町 阿蘇市 大津町 菊陽町 合計

総土地面積
13,732 h

a
4,536 ha

37,630 h
a

9,910 ha 3,746 ha

林野面積 7,410 ha 2,557 ha
21,104 h

a
4,628 ha 365 ha

耕地面積 2,940 ha 941 ha 9,170 ha 2,110 ha 1,430 ha

田耕地面
積

1,820 ha 282 ha 4,480 ha 481 ha 639 ha 7702ha

畑耕地面
積

1,120 ha 659 ha 4,690 ha 1,630 ha 792 ha

表1 熊本市より上流の白川流域の耕地面積、特に田耕地面積

・上流に広大な水田面積を持つ白川・黒川は、田んぼダムの貯水量が多く有効

ダムと比べ、必要な事業費は格段に安い

1160へ
増額



⑤ 山間の森林の整備を



⑥その他の「避ける」対策

河川改正法より

地下街等における浸水防止用設備整備の ガイドライン
平成 28 年 8 月 国土交通省 水管理・国土保全局河川環境課 水防企画室

岐阜県「伝統的防災施設」

住宅・病院・高齢者施設・学校などの危険地域からの
移住や災害防護

水害防備林 輪中堤 地下への浸水の防止



宮崎県立宮崎病院 止水版



①上流の山間地では、土砂崩れや大量の流木が発生し、立野ダム

はこれを防ぐ効果はない。逆に放流口が塞がり、ダムが満杯に

なると、コントロール不能な「緊急放流」事態となる。

②総合的な流域治水を各河川の状況に沿って緊急に具体化を

立野ダムの予算を流域治水へ

③そこに住む住民へ、十分な説明（情報開示）と

住民も入った計画づくりが重要

地球温暖化などにより、降水量は増加・台風は大型化



私たちの要求＝住民参加の流域治水

1.浅くなった白川の河道掘削の定期的実施を
2.上中流域に遊水地や田んぼダムを作り上流
の貯水能力の向上を

3.壊れにくい堤防や水害防備林の設置を
4.危険度の高い地域の防災対策の強化を
5.豪雨の原因となる地球温暖化に歯止めを


